










教員のブックレビュー

第
2
回　

デ
ザ
イ
ン
学
部
ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

「
京
都
デ
ザ
イ
ン
2
R
」―
（
株
）虎
屋
と
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

21

路
相
談
に
や
っ
て
く
る
。
悩
ま
な
い
と
い
え

ば
嘘
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と
き
に

『
シ
ー
ル
ド
（
盾
）』
を
読
み
返
す
と
、
生
き

方
の
ヒ
ン
ト
や
人
間
の
普
遍
性
を
再
確
認
で

き
て
、
彼
ら
に
か
け
る
べ
き
言
葉
が
浮
か
ん

で
き
た
り
し
ま
す
。
誰
も
が
経
験
す
る
人
生

の
浮
き
沈
み
、
希
望
と
不
安
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
て
、
迷
い
が
生
じ
た
と
き
に
何
ら
か
の

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
良
書
で
す
。

　

人
間
長
く
生
き
て
い
る
と
、「
自
分
が
こ

ん
な
風
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
な
ぁ
」

み
た
い
な
こ
と
が
結
構
あ
り
ま
す
よ
ね
。
昔

は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
か
っ
た
の
に
、
い
つ

の
間
に
か
ハ
マ
っ
て
た
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し

た
き
っ
か
け
で
変
革
が
起
き
る
こ
と
が
。
僕

に
と
っ
て
は
読
書
が
ま
さ
に
そ
れ
。
高
校
時

代
、
部
活
を
引
退
し
た
後
の
暇
つ
ぶ
し
に
ミ

ス
テ
リ
小
説
を
読
み
だ
す
ま
で
は
、
活
字
だ

ら
け
の
本
な
ん
て
一
切
読
み
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
ね
（
笑
）。
そ
う
い
う
わ
け
で
僕
が
読

書
好
き
に
な
る
引
き
金
と
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ル

の
な
か
か
ら
オ
ス
ス
メ
を
一
冊
。『
写
楽 

閉

じ
た
国
の
幻
』
と
い
う
伝
説
の
浮
世
絵
師
・

写
楽
を
題
材
に
し
た
美
術
ミ
ス
テ
リ
で
す
。

著
者
の
島
田
荘
司
さ
ん
は
ミ
ス
テ
リ
作
家
で

あ
り
な
が
ら
写
楽
研
究
家
で
も
あ
る
の
で
、

巧
妙
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
合
わ
せ
て
写
楽

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
知
識
が
得
ら
れ
る
、
非

常
に
読
み
応
え
の
あ
る
作
品
で
す
。
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ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
２
年
生

後
期
の
必
修
科
目「
京
都
デ
ザ
イ
ン
２
Ｒ
」は
、

暮
ら
し
と
密
接
に
関
わ
る
食
品
に
焦
点
を
当

て
、「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
の
新
し

い
食
品
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
す
る
授

業
。
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
、

食
品
メ
ー
カ
ー
の
協
力
の
も
と
、
企
業
理
念

や
も
の
づ
く
り
へ
の
拘
り
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
新
商
品
と
し
て

実
売
を
想
定
し
、
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
や
販
促

ア
イ
デ
ア
の
検
討
を
重
ね
、
モ
デ
ル
と
ポ
ス

タ
ー
の
制
作
に
取
り
組
む
。
２
０
１
３
年
度

に
こ
の
授
業
を
受
け
た
学
生
の
ひ
と
り
か
ら
、

授
業
内
容
や
成
果
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　

私
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
課
題
は
、「
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
」
の
代
表
格
、
和
菓
子
。
そ

れ
も
、
か
の
有
名
な
「
株
式
会
社
虎
屋
」
の

新
商
品
と
し
て
、「
新
し
い
贈
答
シ
ー
ン
」

を
提
案
す
る
和
菓
子
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
課

題
制
作
と
は
異
な
り
、
メ
ー
カ
ー
や
ユ
ー

ザ
ー
を
意
識
し
た
商
品
開
発
だ
っ
た
の
で
、

プ
ラ
ン
を
練
る
前
に
、
和
菓
子
や
虎
屋
ブ
ラ

ン
ド
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
会
社
の
歴

史
や
和
菓
子
の
種
類
、
代
表
的
な
羊
羹
の
講

義
を
受
け
た
り
、
職
人
の
方
が
目
の
前
で
生

菓
子
づ
く
り
を
実
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
り

と
、
和
菓
子
の
基
本
を
教
わ
る
こ
と
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
贈
る
」「
和
」「
菓
子
」に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

を
実
施
。
そ
こ
で
出
た
課
題
や
キ
ー
ワ
ー
ド

を
も
と
に
、
各
自
の
プ
ラ
ン
を
練
り
ま
す
。

　

私
は
途
中
で
行
き
詰
ま
っ
た
の
で
す
が
、

原
点
に
戻
っ
て
「
私
が
贈
ら
れ
て
う
れ
し
い

も
の
は
何
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
て
み
る
こ
と

に
。
結
果
、
家
族
も
好
き
な
日
本
酒
に
ち
な

ん
だ
「
お
箸
で
い
た
だ
く
、
お
酒
の
ア
テ
に

な
る
生
菓
子
」
が
ひ
ら
め
き
、
さ
ら
に
「
さ

し
す
せ
そ
」
の
五
大
調
味
料
を
活
か
す
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
を
立
ち
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。続
い
て
、ネ
ー
ミ
ン
グ
、コ
ピ
ー
、パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
本
格
的
な
詰
め
の
作
業
に
入
り

ま
す
。
容
器
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
素
材
、
形
、

色
使
い
ま
で
、
贈
答
シ
ー
ン
や
企
業
イ
メ
ー

ジ
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
た
め
の
課
題
は
山
積
み

平井さんが企画した生菓子「さしすせそ」
のモデル。「菓子は甘いもの」という常
識をくつがえし、“日本酒のお供になる”
という斬新な和菓子を提案した。

「すぐにデザイン作業に入るのではなく、まずは和菓子
の基本を学ぶことから。実際に和菓子をつくりました
が、生地の色付け作業だけでも一苦労。それを難なく
やってのける職人技の凄みを実感しました」

Cyclopedia Class IntroductionBook Review

デザイン学部 竹内一馬が選ぶ
「まさか自分がこんな風になるとは！」を物語る本

「まさか自分がこんな風に
なるとは！」を物語る本

デザイン学部 
ライフクリエイションコース 3 年生

平井未央さん

竹内一馬

中学校の授業で本棚を制作したのがきっかけでも
のづくりに目覚め、プロダクトデザインと伝統美術
工芸について学べる京都精華大学をめざすように。
2014年度に、株式会社ワコール・ウンナナクー
ルとの産学連携プロジェクト「ときめき×未来４」
プロジェクトで制作した作品が優秀賞を受賞。

デザイン学部デジタルクリエ
イションコース教員。架空
の学部「京都精華大学水槽
学部」を運営し、水景制作
から学ぶデザイン教育を研
究中。活動状況は水草ブロ
グ（http://seikasuisoubu.
jugem.jp/）より随時配信。

　

若
い
と
き
は
新
た
な
刺
激
を
求
め
て
サ
ブ

カ
ル
系
の
本
も
よ
く
漁
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
凌
駕
し
て
し
ま
っ
た
の
が
、
僕
が
個

人
的
な
趣
味
と
し
て
は
じ
め
、
今
で
は
環
境

を
意
識
し
た
未
来
志
向
の
教
材
と
し
て
提
唱

し
て
い
る
水
草
水
槽
の
世
界
で
す
。
人
工
的

に
つ
く
っ
て
管
理
す
る
環
境
と
は
い
え
、
水

や
植
物
と
い
っ
た
自
然
物
で
構
成
す
る
の
で

毎
日
景
色
が
変
わ
る
し
、
人
知
を
越
え
た
変

化
も
起
き
る
、
い
わ
ば
〝
生
き
た
絵
画
〞
な

ん
で
す
。『
ガ
ラ
ス
の
中
の
大
自
然
』
は
そ

ん
な
水
草
水
槽
の
魅
力
を
伝
え
る
写
真
集
。

単
に
眺
め
る
だ
け
で
も
癒
さ
れ
る
し
、
表
現

活
動
の
刺
激
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

 

「
自
分
が
こ
ん
な
風
に
な
る
と
は
…
…
」
の

極
め
つ
け
は
、
こ
う
し
て
京
都
精
華
大
学
の

教
員
を
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
教
員
と

は
い
え
、
あ
く
ま
で
一
人
の
人
間
。
自
分
の

人
生
さ
え
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す

が
、
学
生
た
ち
は
自
分
の
人
生
を
か
け
て
進

セイカ事典 ら・わ行

ら
ライフクリエイションコース

【らいふくりえいしょんこーす】
デザイン学部プロダクトデザイン学科の１コー
ス。2006年に「インテリア・コミュニケーショ
ンデザインコース」として設置。2011年の名
称変更を経て現在にいたる。インテリア、雑貨、
アクセサリーなどを通じ、暮らしを楽しく豊か
にするデザイナーを育成している。

り
立体造形コース【りったいぞうけいこーす】
芸術学部造形学科の１コース。京都精華短
期大学時代の 1973 年に美術科に設置。木、
石、金属、樹脂、ガラスなどを扱う設備が整う。
さまざまな素材を扱う技術と、イメージをかた
ちにする力を身に付けることができる。

れ
REATA【れあた】
2002 年、近隣にあった中華料理食堂「りとる・
れあた」の跡地に、学生食堂「れあた」を開設。
2013 年に内装とメニューを一新し、現在の

「REATA」となる。「りとる・れあた」のさら
に前身の店では、ジュークボックスが設置さ
れ、学生がライブを行っていた。

ろ
鹿野苑【ろくやえん】
デッサンモデルとして飼育されている鹿が暮ら
す、大学構内にある鹿苑。1997 年に広島県
宮島町より 5 頭の鹿が譲渡され、現在は 20
頭が生息。在学生だけでなく、来学者の人気
スポットになっている。

わ
和の工房【わのこうぼう】
2009年に芸術学部日本画コース内に設けられ
た、伝統様式による表現を学ぶクラス。日本
画の技術を活かし、屏風絵、掛け軸、絵巻物、
扇子などの伝統技法に取り組む。

京都精華大学に関わりの深い
人、事、物を解説する。

身に付けた力を社会で試す授業を紹介する。

で
し
た
。

　

中
間
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
紙
の
容
器
を
提
案

し
た
の
で
す
が
、
担
当
の
茶
谷
先
生
に
「
酒

席
で
食
す
こ
と
、
虎
屋
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
考
慮
し
た
素
材
選
び
を
」
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
と
に
再
考
す
る
こ
と
に
。

　

虎
屋
さ
ん
の
店
舗
に
何
度
も
足
を
運
び
、

街
に
出
て
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
や
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
を
見
る
な
か
で
、
最
終
的
に
陶
製
の
容
器

を
考
案
。
老
舗
の
品
格
を
想
起
さ
せ
る
洗
練

さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
、
店
頭
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と

し
て
も
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
、
な
お
か

つ
食
事
の
際
の
持
ち
や
す
さ
、
食
べ
終
わ
っ

た
後
も
二
次
利
用
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
を
踏
ま
え
て
の
デ
ザ
イ
ン
に
い
た
り

ま
し
た
。
プ
ラ
ン
づ
く
り
で
出
遅
れ
た
分
、

そ
こ
か
ら
は
急
ピ
ッ
チ
で
モ
デ
ル
の
制
作
、

撮
影
、
ポ
ス
タ
ー
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
準
備

に
追
わ
れ
ま
し
た
（
笑
）。

　

最
終
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
虎
屋
の
営
業
企
画

部
の
方
か
ら
「
ぜ
ひ
食
べ
て
み
た
い
」
と
い

う
嬉
し
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
虎
屋
さ
ん
の
ご
厚
意
で
、
一
条

に
あ
る
虎
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
展
を
開
催

で
き
ま
し
た
。
舞
妓
さ
ん
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
友
人
の
作
品
は
、
期
間
限
定
で
実
際
に
商

品
化
も
さ
れ
た
ん
で
す
。
こ
の
授
業
を
通
じ

て
、
売
る
人
や
買
う
人
の
こ
と
を
と
こ
と
ん

考
え
抜
き
、
自
発
的
に
行
動
し
て
最
良
の
も

の
づ
く
り
を
め
ざ
す
姿
勢
を
学
べ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

１. 『写楽 閉じた国の幻』  島田荘司（新潮社）
天才浮世絵師・写楽の正体とは？ 日本美術史
上最大級の謎に、美術研究家の主人公が挑む。

2.『ガラスの中の大自然』 天野尚（世界文化社）
カメラマン・水景画家の著者による、ネイ
チャーアクアリウムのレイアウト集。

3.『シールド（盾）』  村上龍（幻冬舎）
コジマとキジマ、幼なじみの二人が人生をか
けて追い求めた、自分を守る「盾」とは？

在学生による授業紹介
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〜
9
月
2
日
（
火
）
は
無
休

●
な
か
よ
し
フ
ェ
ス
タ
～
魔
法
少
女
は
永

遠
に
～

　

2
0
1
5
年
に
創
刊
60
年
を
迎
え
る
少

女
マ
ン
ガ
雑
誌
『
な
か
よ
し
』
と
の
コ
ラ
ボ

で
、
複
製
原
画
の
展
示
や
マ
ン
ガ
家
体
験
イ

ベ
ン
ト
、出
張
編
集
部
の「
ま
ん
が
講
評
会
」、

イ
ラ
ス
ト
や
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
を
投
函
で
き
る

「
な
か
よ
し
ポ
ス
ト
」
の
設
置
な
ど
を
行
う
。

【
日
時
】
〜
9
月
28
日（
日
） 10
時
〜
18
時
（
最

終
入
館
は
17
時
30
分
）

【
場
所
】
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

1
階

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜　

※
7
月
10
日
（
木
）

〜
9
月
2
日
（
火
）
は
無
休

●
「
京
都
の
伝
統
美
術
工
芸
」
講
座

　

京
都
の
伝
統
美
術
・
工
芸
に
関
す
る
研
究

者
や
作
家
、
職
人
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、
毎

回
異
な
る
分
野
の
講
師
が
、
各
々
の
専
門

テ
ー
マ
で
講
演
を
行
う
。

【
日
時
】

2
0
1
4
年
9
月
18
日
（
木
）〜
2
0
1
5

年
1
月
15
日
（
木
） 全
14
回  

毎
回
木
曜 

13
時
〜
14
時
30
分

第
1
回 

9
月
18
日
（
木
）「
ガ
イ
ダ
ン
ス
〜

こ
れ
か
ら
の
伝
統
工
芸　

佐
藤
敬
二
（
本
学

Event●
石
川
九
楊
連
続 

［
公
開
］
講
座 

「＂
花
＂

の
構
造
」
―
花
と
日
本
人

　

石
川
九
楊
（
デ
ザ
イ
ン
学
部
・
デ
ザ
イ
ン

研
究
科
教
員
）
に
よ
る
連
続
公
開
講
座
。

【
日
時
】

第
3
講　

8
月
26
日
（
火
） 

自
然
の
花

第
4
講　

8
月
27
日
（
水
） 

花
と
性
愛

第
5
講　

10
月
2
日
（
木
） 

花
言
葉

第
6
講　

12
月
11
日
（
木
） 

花
と
生
活

毎
回
13
時
〜
14
時
30
分

【
場
所
】
京
都
精
華
大
学 

春
秋
館
2
階

S
2
0
1

【
申
込
】
不
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】
京
都
精
華
大
学 

教

務
課 

デ
ザ
イ
ン
教
育
担
当 TEL 075-

702-5129

●
お
い
し
い
文
字
が
あ
る
暮
ら
し 

～
読

み
手
と
作
り
手
の
対
話
～

　
『
文
字
の
食
卓
』
の
著
者
で
あ
る
正
木
香

子
氏
（
文
筆
家
）
と
、『
本
を
読
む
人
の
た

め
の
書
体
入
門
』
を
一
緒
に
つ
く
っ
た
紺
野

慎
一
氏
（
フ
ォ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
書
体
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
鳥
海
修

（
デ
ザ
イ
ン
学
部
客
員
教
員
）
を
交
え
た
特

別
講
義
を
行
う
。

【
日
時
】
9
月
19
日
（
金
）
18
時
〜
19
時
30
分

【
場
所
】
京
都
精
華
大
学 

春
秋
館
1
階 

S
1
0
1

【
申
込
】
不
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】
京
都
精
華
大
学 

教
務

課 

デ
ザ
イ
ン
教
育
担
当 TEL 075-702-

5129

●
特
別
読
書
コ
ー
ナ
ー
･
サ
ッ
カ
ー
マ

ン
ガ
と
京
都
サ
ン
ガ
F
C
&
バ
ニ
ー
ズ
京

都
S
C

　

地
元
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
あ
る
サ

ン
ガ
と
バ
ニ
ー
ズ
の
壁
面
デ
ザ
イ
ン
に
囲
ま

れ
た
読
書
コ
ー
ナ
ー
に
、
約
3
5
0
冊
の

名
作
サ
ッ
カ
ー
マ
ン
ガ
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

【
日
時
】〜
9
月
7
日（
日
）10
時
〜
18
時（
最

終
入
館
は
17
時
30
分
）

【
場
所
】
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム 

2
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
4
（
特
別
読
書
コ
ー

ナ
ー
）

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜　

※
7
月
10
日
（
木
）

REGULARS

イベント紹介
京都精華大学に関係する

イベントを案内する。
一般の方も聴講、参加が可能。

●寄付募集Webサイト
　www.kyoto-seika.ac.jp/donate

●お問い合わせ 
　京都精華大学企画室寄付募集担当

　TEL：075-702-5201 ／ FAX：075-702-5391　　E-mail：kikaku@kyoto-seika.ac.jp

62

ご支援くださるみなさまへ ～ご寄付のお願い～

卒業生の方へ

様々な支援に関して、ご寄付のご協力をお願いしております。

「学生奨学金制度への支援」、「学生生活への支援」、「文化振興活動への支援」、「国際交流活動の支援」、「教育・研究設備整備事業への支援」

より寄付使途を選んでいただき、みなさまのご意向にかなう運用をしています。お申し込みは、銀行窓口、もしくは、インターネット上でのク

レジットカード決済にてご寄付いただけます。この寄付金は、文部科学省から「特定公益増進法人であることの証明書」の交付を受けており、

税金控除の優遇措置を受けることができます。詳細につきましては寄付募集Webサイト、リーフレットをご覧ください。

●京都精華大学の情報は Facebookでもお知らせしています。
　www.facebook.com/KyotoSeikaUniversity

●「木野通信」送付先住所の変更は、企画室・木野会事務局までご連絡ください。

　E-mail：kinokai@kyoto-seika.ac.jp　　FAX：075-702-5391

京都精華大学 学部・学科・コース

芸術学部
［造形学科］洋画コース／日本画コース／立体造形コース

［素材表現学科］陶芸コース／テキスタイルコース

［メディア造形学科］版画コース／映像コース

デザイン学部
［イラスト学科］イラストコース

［ビジュアルデザイン学科］グラフィックデザインコース／デジタルクリエイションコース

［プロダクトデザイン学科］プロダクトコミュニケーションコース／ライフクリエイションコース

［建築学科］建築コース

マンガ学部
［マンガ学科］カートゥーンコース／ストーリーマンガコース／マンガプロデュースコース／ギャグマンガコース／キャラクターデザインコース

［アニメーション学科］アニメーションコース

ポピュラーカルチャー学部
［ポピュラーカルチャー学科］音楽コース／ファッションコース

人文学部
［総合人文学科］
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〒 606-8588 京都市左京区岩倉木野町137　　
TEL：075-702-5197　　www.kyoto-seika.ac.jp

お詫びと訂正

前号に以下の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

木野通信 61号　P.22　イベント紹介
石川九楊連続 [公開 ]講座“花”の構造－花と日本人
［誤］

●第 3講　8月 26日（木）　●第 4講　8月 27日（木）
［正］

●第 3講　8月 26日（火）　●第 4講　8月 27日（水）

教
員
）
ほ
か

第
2
回 

9
月
25
日
（
木
）「
和
の
デ
ザ
イ
ン

と
継
承
〜
京
の
友
禅
文
様
」
今
井
淳
裕
（
株

式
会
社
千
總
）

第
3
回 

10
月
2
日
（
木
）「
友
禅
染
〜
技
術

と
造
形
的
試
行
」
森
口
邦
彦
（
染
色
家
）

な
ど

【
場
所
】
京
都
精
華
大
学 

黎
明
館
1
階 

L
1
0
1

【
申
込
】
不
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】
京
都
精
華
大
学 

教
務
課 

芸
術
教
育
担
当　

TEL 075-702-5244

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

す
べ
て
の
学
部
・
コ
ー
ス
で
授
業
体
験
や

学
生
作
品
の
展
示
、
個
別
相
談
を
開
催
。
名

古
屋
・
金
沢
・
福
井
・
天
王
寺
・
三
宮
・
明

石
・
奈
良
・
高
松
・
岡
山
か
ら
無
料
送
迎
バ

ス
を
運
行
す
る
。

【
日
時
】
9
月
21
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

【
場
所
】
京
都
精
華
大
学

【
申
込
】
不
要

w
w

w
.kyoto-seika.ac.jp/opencam

pus/


